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エイジ フラッグ･システム運用計画

はじめに

本大会では、以下のマニュアルの記載に従って､レース警告フラッグシステムを運用する；

『 4.5.4 バイクコースの手順と運用計画
d) レース警告フラッグシステム

バイクコース上の関係者全員にレースの進行状況を知らせるために､フラッグシステムを
運用する｡ それぞれの旗は､バイクTOによってそれぞれ1周だけ展開されるとよい。
●黄旗は、スタートが切られたときに展開する；
●赤旗は、最初の選手がスイムコースから出たときに展開する；
●緑旗は、バイクの最終周回の最後尾選手の後ろに展開する。

』 ｢イベントオーガナイザーズマニュアル（2019年版）｣ p160 参照

ただし、本大会では以下の点に特徴がある：
(1) ランコースがバイクコースと分離している；
(2) ランコースもコース撤収が必要。
(3) エイジパラの競技が完了する前にエイジ競技が始まり､コース上ではエイジパラ選手と

エイジ選手が混在することがある｡
そのため、バイクだけでなくランパートでも「フラッグシステム」を運用する。

運用概要

1. エイジパラ競技開始時
(1) 黄旗は､07:15の最初のTRI-6選手がスタートしたら､モーターバイクTOが山下公園出口

からバイクコース上で展開する｡
(2) 赤旗 は､最初の選手がスイムを終えたら､モーターバイクTOが山下公園出口から

バイクコース上で展開する｡
(3) もう一本の赤旗は､エイジパラの最初の選手がバイク最終周回に入ったら､ラン移動TOが

T2からランコース上で展開する｡

2. エイジ競技終了時
(4) バイクでの緑旗 は､バイク競技制限時刻の12:35に､或いはそれ以前にバイク最終周回の

最後尾選手の後ろを､モーターバイクTOがバイク乗車ラインからバイクコース上で
展開する｡

(5) ランでのもう一本の緑旗 は､ラン競技制限時刻の13:30に､或いはそれ以前にラン最終
周回の最後尾選手の後ろを､ラン移動TOがプロムナードから自動車道に出る地点から
展開する。

本運用を確実にするには､TOがレースの進行を適切に無線で連絡し合うことがとても重要｡
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モーターバイクTOが､
(1) 黄旗,
(2) 赤旗 を運用

ラン移動TOが､
(3) 赤旗 を運用
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モーターバイクTOが､
乗車ラインから
最後尾選手の後方で
(4) 緑旗 を運用

ラン移動TOが､
プロムナード出口から
最後尾選手の後方で
(5) 緑旗 を運用
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